
震
災
か
ら
一
か
月
。
幸
い
に

も
仙
台
地
方
本
部
内
の
組
合
員

に
大
事
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
家
屋
の
損
壊
を
始

め
、
一
部
組
合
員
の
家
族
に
は

残
念
な
が
ら
不
幸
が
生
じ
、
ま

た
未
だ
に
行
方
が
分
か
ら
な
い

方
も
存
在
す
る
な
ど
、
現
在
も

我
々
に
深
い
傷
跡
を
残
し
た
ま

ま
だ
。

7
日
深
夜
に
は
震
度
6
強
の

余
震
が
観
測
さ
れ
、
連
日
の
よ

う
に
大
小
の
余
震
が
発
生
し
、

地
震
の
余
波
は
続
い
て
い
る
。

肉
親
を
失
い
、
言
葉
で
は
表

し
よ
う
の
な
い
深
い
悲
し
み
と

苦
し
み
の
淵
に
い
る
多
く
の
被

災
者
や
組
合
員
に
対
し
、
か
け

る
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
の
が

正
直
な
気
持
ち
で
あ
る
。

組
合
員
、
家
族
、
家
、
鉄
道
・

・
・
。
全
て
を
飲
み
込
ん
で
し

ま
っ
た
津
波
。

「
津
波
が
憎
い
。
飲
み
込
ん

で
や
り
た
い
」
と
ご
子
息
を
失
っ

た
組
合
員
が
苦
し
い
胸
の
内
を

吐
露
し
た
言
葉
が
あ
っ
た
。

ま
さ
に
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

だ
が
そ
の
一
方
で
、
そ
の
組

合
員
は
「
今
回
、
多
く
の
組
合

員
が
被
害
に
あ
っ
た
と
思
う
。

こ
ん
な
と
き
こ
そ
、
励
ま
し
あ

い
な
が
ら
一
致
、
団
結
し
て
頑

張
ろ
う
。
」
と
気
丈
に
訴
え
て

い
る
。
言
葉
で
表
す
程
、
簡
単

な
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
何
よ

り
本
人
が
十
分
に
承
知
を
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
。

国
労
せ
ん
だ
い
は
、
組
合
員

の
皆
さ
ん
が
、
ほ
ん
の
少
し
で

も
前
を
向
い
て
進
め
る
よ
う
に
、

そ
し
て
そ
の
一
助
に
な
れ
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
情
報
を
発

信
し
続
け
た
い
と
考
え
る
。
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2
・
19

第
１
２
２
回
地
方
委
員
会

2
・
26

第
33
回
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
会
議

3
・
4

国
労
東
北
総
決
起
集
会

3
・
5

国
労
仙
台
総
行
動

3
・
11

第
6
回
執
行
委
員
会

3
月
11
日
、
午
後
2
時
46
分
頃
、
太
平
洋
三
陸
沖
を
震
源
と

し
て
発
生
し
た
大
地
震
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
側
沿
岸
地
域
を

中
心
に
、
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。

 
地
方
本
部
は
3
月
21
日
に
業
務
を
再
開
し
た
も
の
の
、
物
流

が
殆
ど
機
能
を
果
た
さ
ず
、
国
労
せ
ん
だ
い
も
「
フ
ァ
ッ
ク
ス

版
」
に
切
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
現
在
、
交
通
・
物
流
に
つ

い
て
は
一
部
不
通
の
地
域
も
あ
る
が
、
ほ
ぼ
回
復
傾
向
の
た
め
、

今
号
か
ら
通
常
版
（
郵
送
）
を
再
開
す
る
。
な
お
、
当
面
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
版
と
併
用
発
行
と
す
る
予
定
だ
。

福
島
県
で
は
震
災
被
害
の
他
に
、
原
子

力
発
電
所
の
被
害
が
甚
大
に
な
っ
て
い

る
。
福
島
の
「
浜
通
り
」
地
域
で
は
、

地
震
・
津
波
・
そ
し
て
原
発
被
害
だ
。

国
と
電
力
会
社
は
、
「
原
発
は
安
全
だ
」

と
言
い
放
ち
施
策
を
推
し
進
め
、
同
時

に
莫
大
な
補
助
金
を
地
元
に
落
と
し
続

け
て
き
た
。

農
業
中
心
の
地
域
に
、
原
発
を
取
り
巻

く
「
雇
用
」
を
生
み
出
し
、
多
く
の
箱

物
を
造
り
出
し
た
。
補
助
金
が
少
な
く

な
る
と
更
に
原
発
の
誘
致
を
行
い
、
現

在
で
は
6
号
機
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

雇
用
確
保
の
場
と
し
て
、
ま
た
市
町
村

の
財
政
確
保
な
ど
切
実
な
思
い
も
あ
る
。

加
え
て
、
3
月
11
日
以
前
に
も
「
事
故

隠
し
」
「
連
絡
の
遅
れ
」
な
ど
、
地
域

住
民
に
真
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ

た
部
分
も
数
多
く
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で

も
原
発
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
現
実
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
今
回
の
事
故
で
あ
る
。

あ
る
報
道
で
、
「
福
島
の
原
発
で
作
っ

た
電
気
を
首
都
圏
に
送
っ
て
い
る
の
で

す
。
私
た
ち
の
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
少
女
が
訴
え
て
い
た
が
、
弱
い
立
場

の
地
域
に
補
助
金
を
見
せ
て
誘
致
し
、

結
局
地
元
が
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

原
爆
で
放
射
能
の
恐
ろ
し
さ
を
一
番
知
っ

て
い
る
日
本
が
、
安
易
に
原
発
を
造
り
、

本
当
の
恐
ろ
し
さ
を
隠
し
続
け
て
き
た

結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
の
住
居
は
原
発
か
ら
約
40
キ
ロ
の
位

置
に
あ
り
、
退
避
範
囲
に
入
っ
て
い
な

い
が
、
外
出
時
は
「
マ
ス
ク
・
帽
子
・

ジ
ャ
ン
パ
ー
」
は
必
需
品
で
あ
り
、
毎

日
風
向
き
に
注
目
し
、
洗
濯
物
の
乾
燥

は
屋
内
か
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
だ
。

当
然
、
田
畑
に
は
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
。

「
子
供
た
ち
の
避
難
」
を
考
え
、
多
く

の
仲
間
に
連
絡
を
し
た
。
全
て
の
仲
間

か
ら
快
い
返
事
を
頂
い
た
。
家
族
で
も

話
し
合
っ
た
。

結
局
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
も
う
少
し
様
子

を
見
る
こ
と
と
し
た
。

魚
が
、
米
が
、
野
菜
が
、
子
供
た
ち
が
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
、
全
て
が
心
配
で
あ

る
。
原
発
は
い
ら
な
い
。
安
心
し
て
生

活
が
出
来
る
環
境
を
早
急
に
つ
く
り
、

以
前
の
平
常
な
生
活
に
戻
し
て
も
ら
い

た
い
。
声
を
大
に
し
て
「
全
て
の
原
発

の
廃
止
！
」
を
訴
え
た
い
。

（
投
稿
者

山
田
芳
夫

国
労
宮
城
県

支
部
書
記
長
）

地
方
本
部
は
2
月
20
日
、
こ

く
ろ
う
会
館
に
お
い
て
、
第

１
２
２
回
定
期
地
方
委
員
会

を
開
催
し
た
。

委
員
会
で
は
出
席
し
た
委
員

の
真
摯
な
討
論
の
結
果
、
議

案
は
全
て
承
認
さ
れ
、
当
面

す
る
諸
課
題
と
11
春
闘
勝
利

に
向
け
た
取
組
み
の
意
思
統

一
が
図
ら
れ
た
。

委
員
会
の
議
長
に
は
昆
野
委

員
（
仙
台
駅
連
合
）
を
選
出

し
、
地
本
橋
本
委
員
長
は
、

▼
不
採
用
問
題
▼
安
全
・
安

定
輸
送
の
確
立
▼
組
織
拡
大

▼
11
春
闘
▼
統
一
地
方
選
挙

な
ど
、
地
方
本
部
の
抱
え
る

諸
課
題
と
そ
の
克
服
に
向
け

て
地
本
全
組
合
員
が
一
丸
と

な
っ
て
闘
う
こ
と
を
呼
び
か

け
た
。

政
党
等
か
ら
の
挨
拶
後
、
自

治
労
宮
城
県
本
部
佐
々
木
書

記
長
よ
り
単
産
報
告
を
受
け
、

続
い
て
東
日
本
本
部
佐
藤
正

幸
執
行
副
委
員
長
は
▼
JR
不

採
用
問
題
の
年
度
内
政
治
解

決
に
向
け
た
取
組
▼
11
春
闘
・

労
働
条
件
改
善
・
安
全
安
定

輸
送
の
確
立
に
向
け
て
▼
労

働
条
件
改
善
に
関
す
る
協
約

締
結
に
向
け
た
取
組
み
▼
組

織
強
化
拡
大
に
向
け
▼
人
事
・

賃
金
制
度
に
つ
い
て
等
に
つ
い

て
述
べ
た
。

地
本
五
十
嵐
書
記
長
が
大
会

以
降
の
経
過
と
方
針
等
を
一

括
提
起
し
、
休
憩
を
挟
ん
で

委
員
か
ら
の
質
疑
と
執
行
部

か
ら
の
答
弁
、
書
記
長
集
約

が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
経
過
と
運
動
方
針
が

承
認
さ
れ
た
の
ち
、
委
員
会

宣
言
が
提
案
、
承
認
さ
れ
全

て
の
議
事
が
終
了
。

昆
野
議
長
が
退
任
、
中
島
副

委
員
長
が
閉
会
の
挨
拶
を
し
、

橋
本
委
員
長
の
団
結
頑
張
ろ

う
で
終
了
し
た
。

来

賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党

田
山

英
次

☆
日
本
共
産
党

横
田

有
史

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

佐
々
木
俊
彦

☆
全
交
運
共
済
生
協

佐
藤

勝
雄

☆
国
労
議
員
団

石
川

建
治

☆
国
労
東
日
本
本
部

佐
藤

正
幸

わたしの

声

お
詫
び

震
災
の
影
響
で

時
間
が
経
過
し

た
記
事
も
混
在

し
て
お
り
ま
す
。

ご
了
承
下
さ
い
。

本
部
は
4
月
4
日
、
貨
物
会

社
と
の
賃
金
交
渉
に
つ
い
て
妥

結
を
し
た
。

国
労
は
、
3
月
31
日
の
、
貨

物
会
社
の
回
答
（
12
年
連
続
ベ

ア
ゼ
ロ
回
答
、
定
期
昇
給
の
実

施
、
55
歳
以
上
賃
金
の
引
き
上

げ
）
に
対
し
、
東
日
本
大
震
災

の
被
害
の
現
状
や
日
本
経
済
、

国
民
生
活
に
対
す
る
影
響
を
鑑

み
重
く
受
け
止
め
つ
つ
も
、
厳

し
い
現
状
だ
か
ら
こ
そ
、
企
業

の
内
部
留
保
で
賃
金
を
引
き
あ

げ
、
内
需
拡
大
に
よ
る
経
済
の

再
生
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る

と
し
、
持
ち
帰
り
検
討
と
し
て

い
た
。

貨
物
会
社
が
回
答
し
て
い
た

具
体
的
内
容
は
、
定
期
昇
給
の

み
の
実
施
、
55
歳
以
上
社
員
に

対
し
て
は
、
「
賃
金
改
善
措
置
」

と
し
て
基
本
給
に
千
三
百
円
を

加
算
、
ま
た
諸
制
度
の
改
善
で

は
、
①
通
勤
手
当
上
限
額
を
13

万
円
に
引
き
上
げ
②
契
約
社
員

の
15
年
表
彰
の
実
施
（
褒
賞
金

3
万
円
）
③
駅
及
び
保
全
関
係

新
入
社
員
の
制
服
の
増
貸
与
④

ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
ワ
ン
（
グ
ル
メ

カ
ー
ド
）
の
実
施
。



山
形
県
か
ら
は
、
県
平
和
セ

ン
タ
ー
北
畠
教
行
事
務
局
長

（
県
教
職
員
組
合
書
記
長
）
、

国
鉄
闘
争
支
援
置
賜
地
区
共
闘

会
議
佐
藤
清
三
議
長
、
自
治
労

山
形
県
本
部
渡
辺
正
一
副
委
員

長
、
国
労
山
形
県
支
部
原
田
執

行
委
員
長
の
4
名
が
集
会
に
参

加
。報

告
集
会
の
冒
頭
、
金
児
団

長
は
、
長
年
の
支
援
と
協
力
に

対
し
感
謝
の
辞
を
述
べ
た
後
、

以
下
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

◆
四
半
世
紀
に
わ
た
る
長
い
闘

い
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
程
長
期

の
闘
い
に
な
る
と
は
、
誰
一
人

夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。

差
別
・
選
別
の
あ
げ
く
に
解

雇
、
理
不
尽
な
扱
わ
れ
方
に
対

す
る
怒
り
を
持
ち
な
が
ら
も
、

厳
し
い
闘
争
生
活
の
中
で
、
そ

の
日
一
日
を
精
一
杯
闘
い
生
き

抜
く
、
そ
ん
な
積
み
重
ね
が
24

年
に
な
っ
た
。
皆
さ
ん
の
支
援

と
協
力
が
支
え
と
な
り
、
元
気

と
勇
気
を
も
ら
い
闘
い
続
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

◆
労
働
争
議
一
般
で
は
「
闘
争

の
長
期
化
は
、
闘
争
へ
の
集
中

を
散
漫
に
す
る
」
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
音
威
子
府
闘
争
団
も

例
外
で
は
な
か
っ
た
。

24
年
の
闘
い
を
「
前
半
、
中

盤
、
後
半
」
と
区
分
す
れ
ば
、

中
盤
頃
か
ら
毎
日
の
生
活
に
流

さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
背
景
に

は
、
経
済
的
に
重
く
の
し
か
か

る
子
供
ら
の
成
長
に
伴
う
諸
問

題
な
ど
、
出
口
が
見
え
な
い
闇

の
中
で
、
そ
れ
ら
現
実
と
格
闘

す
る
こ
と
に
。

◆
最
も
残
念
な
出
来
事
は
、
仲

間
を
亡
く
し
た
こ
と
。

国
労
闘
争
団
総
体
で
は
60
名

（
11
年
1
月
末
現
在
）
の
仲
間

が
闘
い
の
中
、
命
を
落
と
し
た
。

音
威
子
府
闘
争
団
で
は
石
原

雅
宏
氏
（
04
年
7
月
、
享
年
49

才
）
と
田
中
敬
幸
氏
（
07
年
1

月
、
享
年
48
才
）
の
2
人
が
、

志
半
ば
で
他
界
し
た
。

国
鉄
闘
争
の
生
き
証
人
で
も

あ
る
我
々
は
、
彼
ら
の
た
め
に

も
、
も
う
一
踏
ん
張
り
す
る
。

◆
現
状
は
、
昨
年
4
月
12
日
政

府
と
の
基
本
合
意
、
6
月
28
日

に
は
、
最
高
裁
で
和
解
調
書
調

印
、
政
治
解
決
に
。

我
々
当
該
が
決
断
し
た
の
は
、

「
雇
用
、
年
金
、
解
決
金
」
は
、

あ
く
ま
で
「
1
セ
ッ
ト
」
と
い

う
要
求
を
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ

ろ
だ
が
、
押
し
込
む
こ
と
が
出

来
た
か
ら
。

基
本
合
意
で
は
「
雇
用
問
題

も
政
府
は
努
力
す
る
」
と
あ
り
、

当
時
の
与
党
3
党
（
民
主
党
、

社
民
党
、
国
民
新
党
）
・
公
明

党
と
、
政
府
3
閣
僚
（
官
房
長

官
、
財
務
大
臣
、
国
交
大
臣
）

の
間
で
調
印
・
確
認
。
当
時
の

財
務
大
臣
は
現
在
の
管
総
理
大

臣
だ
。

マ
ス
コ
ミ
も
大
々
的
に
報
道
、

世
間
に
も
周
知
の
事
実
で
あ
り
、

そ
れ
だ
け
重
み
の
あ
る
「
調
印
・

確
認
」
だ
。

だ
が
実
際
は
、
未
だ
雇
用
問

題
が
残
さ
れ
た
ま
ま
年
を
越
し
、

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

加
え
て
政
治
解
決
を
「
良
」

と
し
な
い
勢
力
（
官
僚
、
JR
総

連
）
の
妨
害
、
巻
き
返
し
も
激

し
さ
を
増
し
、
年
明
け
て
か
ら

は
、
形
振
り
構
わ
ず
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
。

当
該
と
し
て
は
「
最
後
の
ガ

チ
ン
コ
勝
負
」
と
腹
を
決
め
て

臨
む
だ
け
。

2
月
17
日
の
4
者
4
団
体
会

議
で
は
、
改
め
て
当
該
4
者
は
、

来
週
か
ら
年
度
末
の
間
、
臨
戦

態
勢
で
望
む
意
思
統
一
を
し
た
。

◆
音
威
子
府
は
、
JR
へ
の
雇
用

は
関
連
会
社
を
含
め
団
員
の
6

割
が
希
望
。

そ
れ
は
、
闘
争
団
の
全
国
平

均
年
齢
が
58
歳
に
対
し
、
音
威

子
府
は
54
歳
と
4
歳
も
若
く
、

今
後
の
雇
用
確
保
如
何
で
、
年

金
等
の
深
刻
な
問
題
に
直
結
す

る
実
態
が
背
景
に
あ
る
か
ら
。

JR
雇
用
を
抜
き
に
「
路
頭
に

迷
わ
な
い
解
決
」
と
は
な
ら
な

い
現
実
が
そ
こ
に
あ
る
。

◆
政
治
的
解
決
の
シ
ビ
ア
な
現

実
も
議
論
。
雇
用
問
題
も
「
辿

り
着
い
た
と
こ
ろ
が
一
番
」
と

い
う
決
意
で
全
力
を
尽
く
す
他

は
無
い
。

こ
こ
ま
で
来
る
と
、
勝
ち
取

れ
る
も
の
と
取
れ
な
い
も
の
の

イ
メ
ー
ジ
が
持
て
な
い
組
合
員
・

家
族
は
お
ら
ず
、
事
業
体
継
続

の
議
論
も
そ
の
現
実
的
判
断
の

中
か
ら
出
て
い
る
。
勝
ち
取
れ

な
い
と
こ
ろ
を
ど
う
補
っ
て
い

く
の
か
。

音
威
子
府
で
言
え
ば
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ
お
と
い
ね
っ
ぷ
」

も
そ
の
1
つ
。
事
業
体
と
し
て
、

地
域
に
根
付
か
せ
て
行
き
た
い
。

◆
当
初
、
報
告
集
会
の
開
催
と

い
う
問
題
意
識
よ
り
、
怒
り
の

原
点
で
あ
る
24
回
目
の
「
2
・

16
」
を
ど
う
す
る
か
、
何
よ
り

も
年
度
末
ま
で
に
雇
用
問
題
を

解
決
さ
せ
る
に
は
、
こ
の
時
期

に
は
、
一
定
の
目
途
が
立
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ま

で
に
解
決
さ
せ
る
と
い
う
、
我
々

の
目
標
と
決
意
の
具
体
化
で
も

あ
っ
た
。

結
果
は
、
ご
支
援
い
た
だ
い

た
多
く
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い

た
だ
い
た
が
、
ス
ッ
キ
リ
し
た

今
日
の
報
告
集
会
と
出
来
な
か
っ

た
こ
と
は
至
極
残
念
。

◆
シ
ビ
ア
に
現
政
権
を
見
た
と

き
「
何
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く

な
い
政
局
」
と
映
る
の
で
は
。

我
々
に
許
さ
れ
た
時
間
は
限
ら

れ
て
お
り
、
残
さ
れ
た
可
能
性

は
「
ワ
ン
・
チ
ャ
ン
ス
」
、

2
月
末
か
ら
3
月
上
旬
が
最
も

重
要
な
局
面
に
な
る
。

こ
の
四
半
世
紀
、
紆
余
曲
折
、

様
々
あ
っ
た
が
そ
の
時
々
の
節

目
を
潜
り
抜
け
闘
い
続
け
て
き

た
。
そ
の
集
大
成
が
こ
れ
か
ら

の
半
月
と
な
る
。

最
終
結
果
は
、
ど
の
よ
う
な

内
容
で
あ
れ
真
正
面
か
ら
受
け

止
め
る
し
か
な
い
。
最
後
誰
か

の
責
任
に
し
た
と
こ
ろ
で
事
態

は
何
も
変
わ
ら
な
い
ば
か
り
か
、

た
だ
虚
し
い
だ
け
。

だ
か
ら
こ
そ
、
悔
い
の
残
ら

な
い
闘
い
と
な
る
よ
う
、
も
う

一
踏
ん
張
り
す
る
し
か
な
い
。
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2
月
20
日
、
音
威
子
府
闘
争
団
（
金
児
順
一
団
長
）
主
催
に

よ
る
、
「
雇
用
の
実
現
！
二
度
と
路
頭
に
迷
わ
な
い
最
終
解
決

を
求
め
る
『
政
治
和
解
』
報
告
集
会
」
と
、
「
あ
り
が
と
う
の

気
持
ち
を
こ
め
て
『
政
治
和
解
』
の
完
結
を
め
ざ
す
感
謝
の
集

い
」
―
二
部
構
成
―
が
音
威
子
府
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
集
会
に
は
、
当
初
か
ら
一
貫
し
て
支
援
協
力
関
係
に
あ
っ

た
山
形
県
支
部
と
共
闘
を
始
め
と
し
て
、
国
労
本
部
や
国
鉄
闘

争
に
勝
利
す
る
共
闘
会
議
な
ど
道
内
や
全
国
か
ら
１
２
０
名
の

参
加
者
が
駆
け
付
け
、
雇
用
実
現
で
最
終
解
決
を
図
る
決
意
を

確
認
し
合
っ
た
。

（
原
田
通
信
員
）

挨拶を述べる音威子府闘争団金児団長

退
職
の
お
知
ら
せ

2
月
28
日

千
葉

公
夫
さ
ん

小
牛
田
運
輸
区

エ
ル
ダ
ー

千
歳

紀
郎
さ
ん

岩
沼
駅
連

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

岩
沼
連
合
分
会
に
所
属
し
て

い
た
管
野
勉
さ
ん
が
3
月
17
日
、

永
眠
し
た
。
死
因
は
癌
。
享
年

61
歳
。

管
野
さ
ん
は
分
割
・
民
営
化

時
期
、
福
島
駅
連
合
分
会
に
所

属
し
、
組
織
混
乱
期
か
ら
常
に

組
織
を
支
え
、
同
分
会
執
行
委

員
長
や
運
転
協
議
会
議
長
な
ど

を
歴
任
。

白
石
蔵
王
駅
勤
務
を
経
て
阿

武
隈
急
行
に
出
向
し
て
い
た
が
、

病
魔
に
襲
わ
れ
60
歳
で
定
年
退

職
し
、
闘
病
生
活
を
し
て
い
た
。

JR

東
日
本
は
3
月
30

日
、

「
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
」

の
実
施
時
期
延
期
に
つ
い
て
、

東
日
本
本
部
に
対
し
て
説
明
を

行
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
実

施
時
期
を
平
成
23
年
4
月
1
日

と
し
て
提
案
し
た
が
、
「
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
」
が
発
生

し
、
交
渉
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
で
あ
り
、
実
施
期

日
を
延
期
す
る
と
し
、
新
た
な

実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、
別
途

提
案
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

同
社
の
賃
金
引
き
上
げ
要
求
に

対
す
る
対
応
は
、
回
答
で
き
る

見
通
し
が
立
た
な
い
と
の
姿
勢

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

組
合
側
は
、
困
難
な
状
況
に

一
定
の
理
解
は
し
つ
つ
も
、
組

合
員
の
生
活
擁
護
と
復
興
に
向

け
た
全
社
員
の
奮
起
を
期
待
す

る
立
場
か
ら
、
引
き
続
き
、
早

期
に
回
答
を
示
す
よ
う
働
き
か

け
を
強
め
る
と
し
て
い
る
。

4
月
4
日
、
国
労
東
日
本
本

部
は
、
震
災
以
降
、
寄
せ
ら
れ

た
多
く
の
意
見
や
問
題
に
つ
い

て
、
早
急
に
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
、
以
下
の
申
し
入
れ
を
実
施

し
た
。
（
国
労
東
日
本
申
第
20

号

要
旨
）

▼
福
島
県
、
茨
城
県
の
主
要
駅

と
現
業
機
関
に
つ
い
て
は
、
日
々

の
放
射
線
量
を
詳
細
に
測
定
し
、

お
客
さ
ま
の
安
全
と
社
員
の
健

康
管
理
に
万
全
の
体
制
を
と
る

こ
と
。

▼
工
事
箇
所
等
に
お
け
る
放
射

線
量
の
測
定
を
随
時
行
い
作
業

員
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
。

ま
た
専
門
家
・
有
識
者
の
助

言
を
得
て
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
し
て

の
基
準
値
を
設
け
る
こ
と
。

▼
運
転
再
開
に
あ
た
っ
て
は
、

放
射
線
量
測
定
等
に
基
づ
き
お

客
さ
ま
の
安
全
確
保
は
も
と
よ

り
、
乗
務
員
等
の
被
爆
被
害
を

回
避
す
る
運
行
と
す
る
こ
と
。

▼
空
調
及
び
客
室
灯
の
使
用
制

限
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
一

律
的
な
扱
い
と
せ
ず
、
お
客
さ

ま
及
び
乗
務
員
の
健
康
に
配
慮

し
た
取
り
扱
い
と
す
る
こ
と
。

▼
計
画
停
電
に
に
つ
い
て
は
、

朝
・
夕
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯

の
列
車
運
行
を
最
大
限
確
保
す

る
こ
と
。


